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病院における薬剤関連インシデント事例の経営学的分析
 関口　潔
Ⅰ　はじめに
厚生労働省は，₂₀₀₁年₁₀月，医療安全に関するインシデント（ヒヤリ・ハット事例）を
収集・分析し，その改善に向けた情報等を提供する「医療安全対策ネットワーク整備事業」
を開始したが，₂₀₀₄年度からは，医療法施行規則に規定される登録分析機関である公益財
団法人日本医療機能評価機構医療事故防止センター（現医療事故防止事業部）が同事業を
引き継いでいる。インシデント発生要因は，①当事者の行動に関わる要因，②ヒューマン
ファクター，③環境・設備機器，④その他に ₄区分されており，ヒューマンファクターの
中に「勤務状況が繁忙だった」が内包されている。『医療事故情報収集等事業平成₂₄年年報』
によれば，報告義務対象医療機関の報告データにおいて「勤務状況が繁忙だった」ことを
原因とするものは₃．₆％に過ぎなかったが，薬剤部員を対象とするアンケートの分析で「業
務多忙」が主要原因の一つであることが報告されており（高原ら［₂₀₁₀］），調剤繁忙時の
監査者の増員及び監査担当時間の短縮が調剤過誤の減少をもたらしたという報告もある
（毛利［₂₀₀₂］）。これらの状況から「繁忙」がインシデントの発生に強く影響を及ぼして
いることは明らかである。また，調剤を薬剤師の主業務とする保険薬局の場合，ヒューマ
ンファクターが最大の発生要因であるとともに，「勤務状況が繁忙だった」ことが₄₃．₉％
とヒューマンファクターにおける最も高い構成率（公益財団法人日本医療機能評価機構　
薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業第 ₁～ ₈回集計報告平均値）を示している（関口
［₂₀₁₃］）。本研究では，病院薬剤部門における「勤務状態が繁忙だった」ことに起因する
インシデントについて，時間帯別発生報告数分布，曜日別発生報告数分布，職種経験年数
別発生報告数分布の検討を行った。
Ⅱ　研究方法
公益財団法人日本医療機能評価機構の「医療事故／ヒヤリ・ハット報告事例検索」シス
テムを用い，₂₀₀₉年 ₁ 月～₂₀₁₃年₁₂月の「薬局」及び「繁忙」を含む薬剤関連インシデン
ト報告データ₅₅₃件（₂₀₁₄年 ₆ 月 ₄ 日現在）を抽出，さらに薬剤師を当事者とするインシ
デント₄₀₃件を再抽出し，時間帯別発生報告数，曜日別発生報告数，職種経験年数別発生
報告数を求めた。検索システムによって抽出された CSV データの集計・分析にはマイク
ロソフト社製エクセル及びオーエムエス出版製エクセルアドインソフトウエア Statcel ₃ を
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用いた。
Ⅲ　結果
１ ．繁忙に起因するインシデントの時間帯別発生報告数
薬剤関連インシデント報告データ₅₅₃件ののうち薬剤師が当事者であるものは₄₀₃件であ
り，発生時間帯不明 ₅ 件，記載不備 ₁ 件を除く₃₉₇件を分析対象とした。病院薬剤部は，
その大半が₂₄時間稼働しているが，「勤務状況が繁忙だった」ことを発生要因とするイン
シデント報告数は，₀₀：₀₀－₀₁：₅₉　 ₀ 件，₀₂：₀₀－₀₃：₅₉　 ₀ 件，₀₄：₀₀－₀₅：₅₉　 ₁
件，₀₆：₀₀－₀₇：₅₉　 ₅ 件，₀₈：₀₀－₀₉：₅₉　₄₆件，₁₀：₀₀－₁₁：₅₉　₁₂₁件，₁₂：₀₀－₁₃：
₅₉　₇₃件，₁₄：₀₀－₁₅：₅₉　₅₃件，₁₆：₀₀－₁₇：₅₉　₄₈件，₁₈：₀₀－₁₉：₅₉　₂₈件，₂₀：
₀₀－₂₁：₅₉　₁₂件，₂₂：₀₀－₂₃：₅₉　₁₀件と，₁₀：₀₀～₁₁：₅₉帯を極大とする ₁相性の度
数分布を示した（図 ₁）。
図 １　繁忙に起因するインシデント時間帯別発生報告数
２ ．繁忙に起因するインシデントの曜日別発生報告数
曜日別のインシデント発生報告数については，前項において除外された発生時間帯不明
等 ₆ 件を含む全₄₀₃件を分析対象とした。曜日ごとに報告数を集計したところ，月曜日　
₅₈件，火曜日　₇₂件，水曜日　₇₁件，木曜日　₆₉件，金曜日　₇₆件，土曜日　₂₇件，日曜
日　₃₀件と，平日のうち月曜日だけが他の曜日に比して報告件数が少ないことが明らかと
なった（図 ₂）。平日のなかで月曜日だけインシデント報告件数が少ない理由は不明であ
るが，平日の要員配置や業務量において月曜日だけが労務負荷が軽い状況にあるとは考え
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にくく，疲労感，負担感，集中力など，薬剤師個々の身体的，精神的状態など，休日明け
である月曜日特有の要素についてさらに詳細な検討が必要であると考えられた。
図 ２　繁忙に起因するインシデントの曜日帯別発生報告数
３ ．繁忙に起因するインシデントの職種経験年数別発生報告数
前項と同じ₄₀₃件を対象として薬剤部門に勤務する薬剤師の職種経験年数別にインシデ
ント発生報告数をみてみると ₁年未満が₅₁件で最も多く，次いで ₂年以上 ₃年未満₃₅件，
₁年以上 ₂年未満₃₂件となっている。職種経験年数の増加とともにインシデント発生報告
数は漸減しており，繁忙に起因するインシデント発生と薬剤師の職種経験年数の間には強
い関係性があるものと推定された（図 ₃）。
図 ３　繁忙に起因するインシデントの職務経験年数別発生報告数
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そこでインシデント発生報告数を，職種経験年数 ₀～ ₅年， ₆～₁₁年，₁₂～₁₇年，₁₈～
₂₃年，₂₄～₂₉年，₃₀～₃₅年の ₆階級に区分して集計し，各区分のインシデント発生報告数
平均値を求めところ，それぞれ，₃₁．₇±₁₁．₁（平均値±標準偏差），₁₅．₂±₂．₉（同），₄．₈
±₁．₉（同），₆．₂±₁．₉，（同），₅．₀±₁．₄（同），₄．₂±₄．₄（同）という結果が得られ，最
も職務経験年数が少ない ₀～ ₅年の階級の平均値は，隣接する ₆～₁₁年の階級を除き，す
べての他階級平均値とのあいだに統計学的有意差が認められた（P ＜₀．₀₅：Steel-Dwass 
test）（図 ₄）。また，職務経験年数 ₆ ～₁₁年の階級についても，職務経験年数₁₂～₁₇年，
₁₈～₂₃年，₂₄～₂₉年，それぞれの階級平均値とのあいだに統計学的有意差が認められた。
これらの結果は，職種経験年数の短さが「繁忙」に対する脆弱性の主要な因子であること
を強く示唆しているものと考えられる。ただ，職務経験年数の短い若手薬剤師数が相対的
に職務経験年数の長い中堅・ベテラン薬剤師数よりも医療機関における就業率が高かった
場合，それがインシデント発生報告数，外観的な発生頻度にバイアスを生起する可能性が
あることも否定できない。このリスクの存在を確認するため，平成₂₄年・歯科医師・薬剤
師調査の概況（厚生労働省［₂₀₁₂］）データを検討したところ，医療施設勤務薬剤師数が
最も多いのが₃₀歳代で，₂₀歳代，₄₀歳代，₅₀歳代はほぼ同程度であることが示された（図
₅）。
図 ４　繁忙に起因するインシデントの職務経験年数階級別平均報告数
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図 ５　年齢階級別医療施設勤務薬剤師数（２０１２）
Ⅳ　考察
DPC 病院における薬剤師の病棟業務に関する実態調査（平成₂₁年 ₇ 月）によれば，
DPC 病院においては勤務する薬剤師の₅₄．₅％が病棟業務に従事しており，病棟薬剤師の
配置数は₁₀₀床当たり₀．₈₅人程度とされている（社団法人日本病院薬剤師会［₂₀₀₉］）。また，
大規模病院では，病棟業務従事割合が ₈割以上の薬剤師数と勤務時間割合が多いことも示
され，数十名規模の薬剤師が業務に従事する医療施設における業務管理，労務管理の重要
性が明らかになっている。
現在，病院薬剤師業務は，「調剤」以外にも広く拡散しており，業務量の平準化を経営
管理的アプローチによってはかれる余地も多くなっていると判断される。しかし，病院薬
剤部においては繁忙に起因するインシデントの発生が午前₁₀時～正午の時間帯を中心に認
められ，その時間帯別報告件数分布は保険薬局におけるそれと酷似したパターンを示して
いる（関口［₂₀₁₃］）。これは，「院外処方」調剤応需を主業務とする保険薬局の薬剤師一
人当たり業務量管理と同様の困難が院内業務にも存在しているのか，あるいは業務量管理
が病院薬剤部において重要な経営課題として認識されていないのかのいずれかの理由があ
ると考えられるが，一人当たり業務量管理や職務経験年数に配意した体制整備を行った医
療機関においてインシデント発生減少が認められていることから（高原ら［₂₀₁₀］），後者
の比重が高いのではないかと推察される。
曜日別インシデント発生報告数の検討結果から月曜日の発生が少ないことを示したが，
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この理由について，今回，詳細な分析はなされていない。今後これを明確にしていく必要
があるが，分析対象インシデントの「業務状況が繁忙だった」という評価には，実際の「業
務量」に依存する部分と，薬剤師個々の「繁忙感」が反映している部分があることに十分
配意しなくてはならない。インシデント当事者の属性については「個人差」が大きく，薬
剤師個々の意識改革が重要であるという指摘があり（吉村ら［₂₀₀₅］），モラールやモチベ
ーションも「繁忙感」のインシデント当事者認識に少なからず影響を与えていると考えら
れる。曜日別インシデントの発生についても，そうした要素を含めた検討が必要である。
繁忙に起因するインシデントの職務経験年数別報告数の検討結果からは，「繁忙」に対
して職務経験年数の短い若年層薬剤師が当事者となる事例の多いことが明らかとなった。
とくに職務経験年数別報告数を ₆年単位の ₆階級に区分して検討した結果では，若年層と
それ以外の階級区分とのあいだに明らかな統計学的有意差が認められ，職務経験の浅さが
繁忙に対する「耐容力」の不足に繋がっていることが示唆された。知識不足や職務経験年
数の少なさが繁忙時における判断力や認識力の低下を助長し，インシデントの発生につな
がりやすいことは医療現場の実態からも容易に理解できるが，職務経験年数の少なさによ
るリスクの程度については，インシデント報告数の差異をもって即断するのは適切ではな
い。職務経験の浅い薬剤師ほど調剤業務の中でより単純な仕事に従事している可能性が高
く，その内容が上位者の監査対象となることによってインシデントが発見される頻度が相
対的に高く把握されると考えられるからである。さらに，職務経験年数の長い薬剤師につ
いては，業務への熟練度に対する自負や職位が報告に対する否定的バイアスを生じる可能
性もある。インシデント発生の把握が「報告」に依拠するものである以上，職務経験年数
が「繁忙」への認識，インシデント発生にどのように関与しているのかについては相当程
度慎重に判断しなくてはならない。しかしながら，調剤実習生を対象とした調剤過誤に関
する調査では，教育用資料により，薬剤名や剤形などの過誤発生件数が顕著に減少し，注
射剤全体の調剤過誤発生率も大幅に減少したことが報告されていることから（齋藤ら
［₂₀₀₆］），インシデント発生抑止に向けた教育効果が職務経験年数の短い薬剤師には大き
く作用すると考えられる。
今回の検討によって，インシデント発生時間の分布，職務経験年数の短さによるインシ
デント発生リスクなどが明らかとなったが，繁忙の背景や職務経験年数階級ごとのインシ
デントの種類の相違など，より精緻な研究を重ねていく予定である。
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